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※ WS では，主として学会運営の点から社会情報学会の将来を考えました。以下，当
日の資料と論点を改めて整理します。 
 
	 最近の会員データと収支データは下記の通り： 
 
会員データ	 

2013 年 8 月現在：	 総数 687 件 
	 名誉会員 	 7 名 
	 正会員 	 618 名 
	 学生会員  51 名 
	 団体会員  11 団体 
	 賛助会員 	 0 団体 

 
 
収支データ	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

※会費納入率 

	 	 正会員 68%  

	 学生会員 71%  

	 団体会員 82% 



	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 学会HPの構成と掲載情報を確認（→学会HP）	 

	 

いくつかの論点：	 

• 統合後，会員数が十分に伸びているとはいいにくい。また，収支は支出が
収入を上回りやすい状況である。	 

• 本学会はカバー領域が広く，投稿原稿の適切な審査のため各領域で十分な

会員数の確保が必要である。この意味でも会員数の増加が期待される。	 

• 会員数の増加のためには，本学会への入会に人生設計上のメリットがある
ことも重要かもしれない。例えば，大学教員を目指す方であれば，入会や

その後の学会活動が実際に教職の獲得に結びつきやすいこと，他の就職を

目指す方であれば，その就職や就職後の業務に役立つことが重要かもしれ

ない。	 

• 支出を抑制するという観点では，学会誌の電子化等が議論され始めており，
近い将来，具体的な結果が得られるものと期待される。	 

• 本学会の諸活動は十分に質が高いと思われるが，社会に十分に認識して頂

くためより幅広いアナウンスが必要と思われる。現在，学会 HP が少しずつ

整ってきており，諸委員会の議事録がアップされ始めている。今後さらに

学会外への広報も充実していくことが望まれる。	 

	 



	 
	 

最後に「社会情報学」の将来についても考えてみる	 

• 社会情報学を学んだ後の職業者像は，どのようなものか。一つには，企業

や自治体の記者会見の場をコーディネートする職業者の姿かもしれない。	 

• 具体的には，諸メディアの観察やデータ分析を通して所属組織の発

信の必要性を判断する，組織の意思決定機関に発信を促す，決定後

にメディア関係者に周知する，個々の発信内容を検討して準備する，

ソーシャルメディア等での会見後の情報拡散過程を追尾する，必要

に応じて自らの権限の範囲で追加発信を行う等の職務を担当する。	 

• 「組織的なプレゼンテーション」の専門家と言えるかもしれない。

人文科学，社会科学，情報科学を組み合わせた知見が求められる。	 

• そうした専門家が必要な時代が近づいているかもしれない。例えば，

村の伝統的な酒造メーカーは当初は職人集団であるが，貨幣経済の

発展に伴い経理の専門家を含むようになる。法律が複雑になると法

務の専門家が含まれる。そして，情報の受発信がこれほどに複雑に

なった現在では，その専門家が求められているように思う。	 

• ただ，以上はまだ企業や自治体内での「社会情報学」の役割像である。そ

うした組織を集めた社会全体としてはよりメタレベルの役割も期待される。

それを表現する何らかのフレーズがあることが望ましいが，例えば「正確

で質の高い情報が低コストで流通する社会」等と言えるかもしれない。	 



• 「質の高い」には様々な価値の意味を含めている。	 

• 「低コスト」は人間的な意味を含めている。個々の組織内と同様，

社会的に効率のよい情報交換ができれば有意義であろう。	 

• 端的に言えば，[災害が起こってもデマが流れない社会]等の実現で

ある。	 

• こうした問題に焦点を当ててきた学会は，まだ他にあまりないように思う。	 

	 


